
平成２８年度

青年部会の活動について

公益社団法人全日本トラック協会

青 年 部 会

平成２９年２月２４日（金）
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正副部会長会議の開催

◇正副部会長会議（年８回開催／全ト協）

・山本明徹氏が、部会長に選任され、新体制が発足した。（６月）

・全国９ブロックの代表が社会貢献活動を始め、青年部会の運営について検討を行った。

山本明徹部会長が選任され、新体制が発足（６月）
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青年部会の運営について検討



全国代表者協議会の開催

◇第１回全国代表者協議会（平成２８年６月１７日／７０名参加）

・全国の青年組織代表を集めた代表者協議会を開催。山本部会長が新体制発足の抱負を述べた。

・さらに全ト協細野専務理事を招き、全ト協事業の概要、直近のトラック業界を

巡る状況について研修を行った。
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全ト協細野専務理事を招き、研修を実施就任の抱負を述べる山本部会長



全国代表者協議会の開催

◇第２回全国代表者協議会（平成２８年１１月２４日／５１名参加）
・日本ＰＭＩコンサルティング株式会社主席研究員中山千秋氏をコーディネーターに迎え、

「女性ドライバーの雇用促進」をテーマにグループディスカッションを行った。

・その後、グループごとに発表を行うとともに、議論の内容に基づき、青年部会としてアン

ケート調査を行い意見を集約し、関係各所に提言を行っていくこととした。

・第３回全国代表者協議会（２月２３日（木））では、国土交通省 加藤貨物課長を招き、

行政の取り組みについて研修を行う。

女性ドライバーの雇用促進をテーマに
グループディスカッションを行う

グループでのとりまとめ内容を発表
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日本ＰＭＩコンサルティング株式会社
中山千秋氏による総括



全国大会の開催

◇全国大会（平成２９年２月２４日／約７２０名参加）

鈴木自民党青年局長、加藤国交省貨物課長を来賓に招き、全国大会を開
催。青年顕彰授与式、高等学校への車両寄贈式、人材確保に係る講演、青
年経営者によるパネルディスカッションを行うなど、多くの青年経営者が
一堂に会し、ヒューマンネットワークの構築を図る。
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青年経営者によるパネルディスカッション
（昨年の模様）

全国から７３０名の青年経営者が参加
(昨年の模様）



ブロック大会の開催

北海道ブロック大会
（平成２８年７月８日／約１４０名参加）

東北ブロック大会
（平成２８年１０月２７日／約１５０名参加）

関東ブロック大会
（平成２８年６月２５日／約２２０名参加）

北陸信越ブロック大会
（平成２８年１０月２１日／約１４０名参加） 6



ブロック大会の開催

中部ブロック大会
（１１月１１日／約２００名参加）

近畿ブロック大会
（８月２０日／約４８０名参加）

四国ブロック大会
（１１月１８日／約１３０名参加）

中国ブロック大会
（１１月２６日／約１５０名参加）

九州ブロック大会
（２月４日／約２７０名参加） 7



熊本地震での被災者支援
（社会貢献活動）

◇熊本地震での被災者支援 （平成２８年４月１４日～）

・平成２８年４月１４日から断続的に発生した熊本地震にあたり、青年部会として水４ト

ン分と食料（カップ麺）を島根県ト協青年部会の協力のもと４月１８日早朝に現地の指

定場所へ輸送した。併せて義援金を募り、被災者支援を行う。
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熊本地震被災者支援イベントの開催
（社会貢献活動）

◇熊本地震被災者支援イベント

（平成２８年８月３日／熊本空港エミナースプール）

『夏だ!! みんなでプールに行こう!!～日本はひとつ、みんなを笑顔にしたくて～』

・熊本地震の被災者を支援するため、全国の青年経営者に募金を募り、プールを貸し切って、

地元の子供たちら約２０００人を招待した。当日は、子供たちに食事やかき氷を提供した他、

お笑い芸人やキャラクターによるショー、お土産等の配布も行った。
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山本部会長による挨拶

全国の青年部会員も応援

プールを楽しむ子供たち



南阿蘇村、益城町の小学校への
湯たんぽ、防犯ブザー寄贈

（社会貢献活動）

◇熊本地震被災者支援

（南阿蘇村、益城町の小学校への湯たんぽ、防犯ブザー寄贈）

・熊本地震被災者支援のため、同地震で特に甚大な被害を受けた南阿蘇村、益城町の教育委員会

を通じ小学生（益城町５校：約２１００名、南阿蘇村５校：約５００名） に湯たんぽと防犯

ブザーを寄贈した。 10

寄贈の模様
（平成２９年１月１３日／南阿蘇村教育委員会）

寄贈の模様
（平成２９年１月１３日／益城町教育委員会）



高等学校への整備実習用トラック寄贈
（社会貢献活動）

都立総合工科高等学校（東京都世田谷区）での寄贈式の模様（平成２９年１月１０日）

◇自動車教育課程を有する高等学校へ整備実習用小型トラックを寄贈
平成２９年１月１０日（火）に東京都世田谷区の都立総合工科高等学校に全ト協山本部

会長、東ト協青年部結城本部長、岩田副本部長が訪問し、トラックを寄贈した。
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高等学校への整備実習用トラック寄贈
（社会貢献活動）

希望が丘高等学校（福岡県中間市）での寄贈式の模様（平成２９年２月３日）

◇自動車教育課程を有する高等学校へ整備実習用小型トラックを寄贈
平成２９年２月３日（金）に福岡県中間市の希望が丘高等学校に全ト協山本部会長ほか

各副部会長、福岡県トラック協会青年協議会富田代表幹事が訪問し、トラックを寄贈した。
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社会貢献活動

平成２８年度募金額

１６，３９６，８３９円
（２月１０日現在）

熊本地震被災者支援、高等学校への車両寄贈などに活

用しました。併せて、東日本大震災の際の義援金１００万

円を活用し、３月４日に行われる全国産業廃棄物連合会

青年部協議会全国大会に併せ、植樹活動を行います。

ご協力ありがとうございました。
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自由民主党青年局との意見交換会の開催

◇自由民主党青年局との意見交換会（平成２８年４月６日）

・我が国の発展には、トラック業界の発展が不可欠であるという認識のもと自民党青年局

と意見交換を行い、業界発展のヒントを得た。

自民党 牧原英樹 青年局長（当時） 笠原青年部会長（当時）

意見交換の模様
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倉庫業青年経営者協議会（倉青協）、
（公社）全国産業廃棄物連合会青年部協議会（全産連）

との意見交換会の開催

◇倉青協、全産連との意見交換会を開催 （平成２８年９月６日）
・トラック業界及び倉庫、産廃業界が抱える諸課題、それぞれの業界に対する要望等について

活発な意見交換を行った。
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全ト協青年部会 山本部会長 倉青協 太宰会長

全産連青年部協議会 仲田会長 意見交換会の模様



ラジオ番組への出演

◇全ト協提供ラジオ番組「ドライバーズ・リクエスト」出演

（ＴＢＳラジオ系列全国３３局ネット）

山本部会長が社会貢献活動など青年部会の活動をＰＲするとともに、全国の青年
部会員へのメッセージを伝えた。さらに齋藤、広瀬、田部井副部会長が各ブロック
の活動状況を報告した。

山本部会長が青年部会の活動をＰＲするとともに
全国の青年部会員へのメッセージを伝える

（平成２８年１０月７日放送）

齋藤、広瀬、田部井副部会長が各ブロックの活動状況を報告
（平成２９年２月３日放送）
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我々青年部会は、課題が山積するトラック運送

業界において、次代の業界を担う青年経営者

並びに事業後継者の育成を目的とした研修、

及び相互研鑽の機会や社会貢献活動等を通じ、

業界の進展に寄与してまいります。

引き続き、青年部会の事業運営にご協力を

お願いいたします。

青年部会の決意
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